
 

夏のピークは過ぎましたが、まだまだ残暑厳しい日が続いています。 

救急搬送される方の中には、暑さが原因とみられる場合も

たくさんあり、２年前に比べ交通事故での救急出動は減少し

てい ま すが、全 体の 件 数は 約 ６パ ー セン ト 増 え  

７０７件となっています。 

交通事故や怪我に注意することはもちろんです

が、暑さ対策にも十分気を付け、体調管理は万全に

しましょう。   

   白山消防署一志分署 ☎059-293-0279 
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 ８月６日（日）恒例のいちし夏まつりが開催されました。 

 会場をとことめの里一志に移して４回目となる今年の夏まつりは、内容をますます充実させ、たく

さんの方にご来場いただきました。 

 ステージイベントを中心にした昼の部は、猛暑にも負けずパワフルで、鉄道模型や足型バランス

チェック等の保健コーナーも大勢の皆さんで賑わいました。 

 昼間の熱気が冷めない中行われた夜の部は、盆踊りを中心に、数々の屋台や景品の抽選会などで、

盛り上がり、去年より一段とパワーアップした花火で、夏の一夜を締めくくりました。 

体調管理は万全に ～一志地域の救急出動状況～ 
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軽快に走る鉄道模型 

「まるで本物みたい！」 

多くの方が参加した盆踊り。 

昨年から、新曲「津のまち音頭」も加わり、踊りの

レパートリーがさらに充実しました。。 

優雅なフラダンス 

小学生チアダンスチームの

かわいいパフォーマンス 

好評の大抽選会。 

当選番号が発表されるたびに歓声が上がりました。 

救急 一般負傷 交通事故 その他 計 

485 116 42 64 707 

平成２８年救急種別出動件数 

プロが奏でる音色に感動！ 

猛暑にも負けず、 

パワフルなよさこい。 



不測の事態に備えて ～一志地域水防工法訓練～ 

名松線「沿線ええとこめぐり」 

 ６月１２日（月）第３回「沿線ええとこめぐり」が開催され、一志町歴史語り部の会の皆さんが案内しました。 

 沿線ええとこめぐりは、名松線を利用し、美杉、白山、一志地域に点在する沿線の名所旧跡を、全６回に分けて巡

る企画で、今回は「蛇山伝説と弓曳き神事の大井神社」と題して４７名の参加のもと、一志駅から伊勢大井駅まで名

松線に乗車し、笠着き地蔵、蛇山（一志ゴルフ倶楽部内）、誕生寺、大井神社を回り一志総合支所に戻るコース設定

で行われました。 

 天候にも恵まれ、ゴルフ場内では一志ゴルフ倶楽部のご厚意により専用カートに乗車して蛇山へ、誕生寺の堂内で

は真盛上人に関わる宝物などを見ることができ好評でした。 

 次回は、１０月８日（日）に「野口獅子舞と式内波氐神社」と題して、波瀬地区を巡る予定です。 

 ６月１１日（日）市立高岡幼稚園・高野保育園の運動場で津市一志地域水防工法訓練が行われました。 

 台風や集中豪雨等による水害が全国各地で発生し、ニュース等で大きく報じられていますが、一志地域でも近年、

冠水などの被害が発生しています。 

 こうした中、水害に迅速に対応し、被害を少しでも軽減するためには日ごろからの準備が大切で、消防団員、自主

防災会員や地域住民が協力して水防対策技術の確認と習得に励みました。また、この日は水防訓練と合わせて、ＡＥ

Ｄの使用と心肺蘇生法講習も行われ、参加者の皆さんは真剣な表情で取り組んでみえました。 

 このような訓練は毎年この時期に行われていますが、不測の事態に備えて続けていくことが大切です。 

 

 ７月６日（木）かわいっ子低学年クラブでは、川合文化会館で開校されている茶道

等各種講座を実際に体験し活動内容を知ることを目的に、今回は教養文化講座との交

流～大正琴を弾いてみよう～と題して大正琴の演奏に挑

戦しました。 

 参加した児童は、みんな大正琴に触れるのも初めて

で、講師と受講生のみなさんにご協力いただき、左手で

鍵盤を押さえ、右手で弦を弾くという慣れない動作に戸

惑いながらも、終了間際には「かっこう」や「虫の声」

などを一緒に合奏することができました。 

 この体験は９月にも行われ、体験の成果は１０月２８

日（土）に行われる川合文化会館文化祭で発表される予

定です。 

大正琴に挑戦したよ ～かわいっ子低学年クラブ～ 



大井町づくり委員会「歌の会」 

 ６月２１日（水）旧大井小学校で、「歌声茶房」と題した歌の会が開催されました。 

 この催しは、「幼いころに憧れた歌謡曲、歌い継がれた名曲をみんなで歌いましょう！」との趣旨で、旧大井小学

校を拠点に活動するＮＰＯ法人大井町づくり委員会の主催で、今年は全３回の予定で開催されています。 

 この日は、事前に参加申し込みをされた約５０名の参加者の皆さんが集まりました。 

 講師の指導のもと、声が出やすくなるように簡単な運動や発声からスタートし、途中ゲーム等も織り交ぜ、最後は

皆で肩を組んで、名曲の数々を合唱しました。 

 参加者の皆さんは終始笑顔で、「普段こんなに大きな声を出すことが無いので、とても楽しかった。次回も必ず参

加します。」と、早くも次回を心待ちにしてみえました。 

韓国文化体験 ～一志東小学校～ 

 ６月２３日（金）一志東小学校４年Ａ組の児童が、地域に在住の金時煥さんの他に、在日本大韓民国民団と長野韓

国教育院の皆さんを講師に招き、韓国文化に理解を深める特別授業を行いました。 

 授業は、講師の皆さんのユーモアいっぱいの口調で進められ、終始笑いを交えながら、簡単な韓国語のあいさつや

ハングルの成り立ちを学びました。 

 授業の後半には、韓国教育院の計らいで寄贈された、民族衣装の試着体験をしました。 

 民族衣装は、着心地が良くて動きやすいと、試着をした子どもたちに好評で、互いに姿を見せ合い、「かわい

い！」「かっこいい！」と歓声をあげていました。 

 最後に、韓国伝統のスゴロクにも挑戦し、独特な形状のサイコロをみんなで振り、駒の進み具合に一喜一憂し、韓

国の文化を楽しみました。  

一志中学校大活躍！ ～夏のスポーツ大会の結果～ 
 津市中学校夏季総合体育大会が、7月に市内各地で行われ、軟式野球やバドミントン女子ダブルスで優勝するなど好成績を収

め、４競技で県大会出場を果たしました。また、全日本中学校通信陸上競技三重大会では、瀬々奈 璃乃 選手が100mHで全国大

会出場を、４選手が東海大会出場を果たしました｡女子学校対抗の部でも、３位と健闘しました。  

〇軟式野球 優勝（県大会出場） 

〇バドミントン 女子団体 準優勝（県大会出場） 

        男子団体 ５位（県大会出場） 

 女子ダブルス 

  優勝 國分 彩加・田中 舞 組（県大会ベスト８） 

  ３位 庄山 のぞみ・森 穂乃花 組（県大会出場） 

 女子シングルス 

  ２位 奥村 萌恵子（県大会出場） 

   男子シングルス 

  ベスト８  村田 太志（県大会ベスト８） 

  プレーオフ 山﨑 敦貴（県大会出場） 

    プレーオフ 上村  匠（県大会出場） 

〇女子バレーボール ３位 

〇剣道 男子団体 ５位（県大会出場） 

〇男子ソフトテニス（個人の部） 

   ベスト８ 安西 琉偉・田中 大翔 組(県大会出場） 

女子100mH  優勝 瀬々奈 璃乃（全国大会出場・東海大会4位） 

女子800m       ２位 井山 一佳（東海大会6位） 

女子100mH    ３位 飛岡 愛心（東海大会出場） 

1年女子800m ５位 井山 すず佳（東海大会出場） 

女子走り幅跳び 優勝 瀬々奈 璃乃 

女子四種競技    優勝 瀬々奈 璃乃 

女子三段跳び    ２位 飛岡 璃心 

女子1500m    ３位 井山 一佳 

男子110YH  ７位 上山 夏季 

[女子：学校対抗の部] ３位 

津市中学校夏季総合体育大会  全日本中学校通信陸上競技三重大会 



安楽寺は、曹洞宗永平寺派のお寺です。寺伝によると919年（延喜19年）醍醐天皇が藤原仲平に命じて日本全

国の国ごとに安楽寺を建てたその中のひとつである由緒ある寺です。本尊は、慈覚大師（円仁）作といわれている

薬師如来坐像（平安時代後期）で、脇侍の日光・月光両菩薩とともに十二神将も祀られています。創建当時は薬師

山安楽寺といい、勅使門・大門・薬師堂・大日堂などが建ち並んでいました。大門の左右には、6つの寺と8つの

庵が建ち並び、安楽寺の名は世に知れわたっていました。 

その後、1508年（永正5年）3月、1728年（享保13年）4月、1834年（天保5年）正月、幾度となく火災

が発生しその都度再建されてきました。1868年（明治元年）に4度目の本堂再建に着手し、11年の歳月を費や

し現在の安楽寺が完成しました。 

本尊の木像薬師如来坐像は、桧寄木造り総高140ｃｍで、頭部は平安時代後期の作、体部は江戸時代になって

からの補修です。脇侍の日光・月光菩薩は、京都仏師畑次郎右衛門の作で、1839年（天保10年）慈禎尼の寄附

によります。 

鐘楼門は、1786年（天明6年）に再建されたものです。三間一戸、入母屋総欅造り、本瓦葺になっています。

江戸時代後期の作であるため、全姿よりも細部の装飾に重きをおいています。和様を主として細部には禅宗様（鎌

倉時代、禅宗と共にはいってきた宋の建築様式）を用い華やかな感じを出しています。 

鐘楼門にある銅鐘（口径100ｃｍ、総高131.8ｃｍ）は、1726年（享保11年）の作で、寺の由緒や経歴等が

漢文で書かれており、津市指定文化財になっています。 

                                   （引用主要文献「一志町史」） 

文化振興課よりお知らせ 

シリーズ 地域の名所旧跡 ・・・その⑥ 

鶏足山 安楽寺 （波瀬地区） 

安楽寺の本堂 月光菩薩・薬師如来坐像・日光菩薩 

上映映画 
① 家族はつらいよ（10８分） 

② お茶漬の味（１１５分） 

 ※①は、バリアフリー映画（日本語字幕付き） 

 

と き  １０月７日（土）   １３時００分 

                 (１２時３０分開場) 

ところ  一志農村環境改善センター 多目的ホール 

                 （定員３６０名） 

問い合わせ  文化振興課 ☎０５９－２２９－３２５０ 

日活撮影所に勤め、石原裕次郎さんの付き人

をされていた羽田さんから、多額の遺贈をいた

だきました。映画に携わってこられた羽田さん

への感謝の思いをこめて、記念映画上映会を開

催します。 

 

当日先着順 

席数には限りがございます。 

銅鐘（津指定文化財） 


